
このプログラムの特徴は、生徒の自主性を育む
仕掛けとして地域連携の中で、以下の4つのテー
マを設けているところにあります。
一つ目は、小中高大が連携した学びの場を作

ることで自己の振り返りや将来の地図を描くきっか
けづくりをするための組織作りです。大学や高校、
中学校、保育園の教育機関がある南箕輪村の特
徴を生かし、新たな教育プログラムを提案企画し、
段階に応じた学びを共有することでキャリア教育
につなげていきたいと活動を始めています。
二つ目は、伊那谷を代表する昆虫食文化の伝
承です。現在、人々の暮らしは一変し、若者の都
市への流出や高齢化が進む中で、その文化は失
われつつあります。私たちはその昆虫食文化を伝
承するためにざざ虫漁に注目しました。漁体験や
ざざ虫を活用した新商品「ZAZATEINふりか
け」の開発と販売、ざざ虫の人工繁殖にも挑戦
し、この取り組みはドキュメント映画化になり配信さ
れています。
三つ目は、伊那谷で高校生オリジナルの菌の活

用プロジェクトです。長野県は長寿県として素晴
らしき発酵生活があります。今年度は甘酒を中心
に活動し、甘酒アイス・甘酒グラノーラをブラッシュ
アップするとともに、新たに甘酒寒天ドリンクを開
発し、地域の各店舗で販売し魅力を発信してきま
した。
四つ目は、空間のデザインです。本校の敷地内

には、あまり利用されていない場所があり、その場
所を利用して地域の方 と々学び出会える場所づく
りを設定することを目的しています。これまでに、
ハーブの種類とその効果、栽植するハーブの挿し
木増殖に取り組み、フローラルウォーターの商品
化に取り組んできました。伊那谷の暮らしの中に
ハーブをとりいれ、人と生き物の出会いの空間を
デザインしていきます。

田んぼで街を守り隊は、安城市内の米農家が主体となり、過去に水害が起きた河川の上流域で、田んぼに雨
水を貯留することにより、水害から街を守るために活動しています。この活動がスタートしたのは、市役所から「田
んぼで雨水を貯めることに協力をしてもらえないか。」と相談があり、「田んぼで街の水害を軽減できるなら」という
思いから活動が始まりました。　　　
当初は、田んぼに通常の水位より5㎝だけ余分に雨水を貯めることに対して、稲の成長への影響などに不安も

ありましたが、実際には、稲への影響は全くありませんでし
た。雨水を貯める活動の内容は、排水桝にせき板を設置
し、田んぼの水位の管理をしています。そして、田んぼから
水を抜く時期には、盗難防止のためにせき板を取り外し、
各自の倉庫などで、次の田植えの時期までせき板の保管
をしています。この他にも、田んぼに大切な機能があること
を広く市民に知ってもらうために、市役所、JAあいち中央
農協と協働し、クイズイベントの開催や、ふれあい田んぼ
アート、県内外の自治体からの現地視察や、テレビ局の取
材に対応するなど幅広い活動を行っています。
最後に、安城市では都市化の進展によって、年々農地
面積が減少しています。気候変動の影響も加わり、豪雨
による浸水リスクが高まっています。子供たちの未来のた
めにも、私たちが街を守っているという誇りを胸に、今後も
活動を続けていきます。
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